
HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 上田 啓二 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 教授 

在籍年数 １９年 

教育年数 １９年 

専門領域 教育学 管楽器 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

管楽器（主・副） I～Ⅷ/全学年前・後期/9 名/主科必修 

吹奏楽Ⅰ～Ⅵ/1～3 年前・後期/60 名/選択 

演奏家のためのボディワーク/2 年前期/6 名/選択 

世界の音楽/3 年後期/50 名/教職必修、学部共通科目 

ビックバンドジャズ演習Ⅰ～Ⅱ/2 年前・後期/15 名/選択 

キャリアセミナーⅠ～Ⅳ/3～4 年前・後期/5 名/必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

音楽の演奏技術を習得するには根気強く練習を積み重ねていくしかなく、

それらを克服した人が、聴衆を音楽で笑顔にできると信じている。音楽を

精神的対人援助に位置づける所以である。音楽を通して意思疎通ができた

時の喜びを大切にしたい。 

音楽の基本である全音階を暗譜で楽器の全音域で練習すること。スケール

合否一覧表で毎回チェックあり。ボディワークの学習と共に演奏基礎技術

の向上を図り、入学時に提示する学ぶべき５段階カテゴリーの楽曲一覧表

を基に学習を進める。レッスンカルテで適宜チェックあり。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学生にとって未経験なアドリブ指導に関しては、ビッグ・バンドのためア

ドリブ・トレーニングをスタイル別に６パターン作成した。結果少しずつ

バンド演奏時にアドリブを取り始める学生が出てきた。 

「世界の音楽」における授業では ppt.に動画や音声を取り込み、スムーズ

な授業進行を実現させた。また音源は C-Learning の教材倉庫に全講義分

を準備公開し、常時試聴できるようにした結果、興味を持った講義の試聴

が増えた。 

演奏技術の面でも全国コンクール入賞者も出てきており、結果 5 度優秀指

導者賞（H.24,26,28,29,R.4）を受賞することができた。 

授業評価アンケートの総合 5 段階評価も近年 4.2～5.0 で推移している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

・各シラバス HP に掲載 

・全教科 毎回資料（楽譜含む）配布 

・ビッグバンドのためのアドリブ・トレーニング実施 

・ジャス・スタンダートの成り立ちについて（C-Learning） 



アクティブラーニング実

践報告等 

・世界の音楽 全音源の常時公開（C-Learning 教材倉庫） 

・レッスンカルテの使用（レッスン時） 

・音階チェック表の使用（レッスン時） 

・ボディワークのアクティブ・ラーニング授業実践報告(R1) 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

「演奏家のためのボディワーク」10 分間トレーニングの実践などから、演奏効果

が上がり、今後の練習に活かしていきたいという報告もあり、学ぶ意味を感じて

くれたと思う。具体的なパセージの演奏からもその効用を示していきたい。 

「吹奏楽」スペシャルコンサートで、大林武司氏との共演が刺激になって良かっ

たと感想が多く、機会を持てて良かったと感じる。いろいろな曲が学べて良かっ

たと感想も多く、今後もできる限り、様々な曲を取り挙げていきたい。 

「管楽器実技」演奏能力に応じて学ぶべきオリジナル曲一覧から積極的に挑戦

させた。ボディワークを含めたアドバイスにも意欲的に取り組んでくれた感あり。

続けたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

ボディワークを関連付けた、演奏技術向上結果をレッスンカルテ上で検証

できるようにするための工夫について 

学生ごとの試験曲推移の一覧表を作成し、向上過程の可視化を図る。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 大川晶也 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 講師 

在籍年数 １年 2 か月 

教育年数 １１年 

専門領域 声楽 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

声楽Ⅰ、Ⅲ、Ⅴ、Ⅶ/１～４年/合計２名/選択必修 

副科声楽Ⅰ、Ⅲ、Ⅴ、Ⅶ/１～４年/合計６名/選択必修 

合唱指導法/4年/４名/教職選択科目 

声楽演奏法解釈/3年/４人/選択必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

音楽学科の学生はそれぞれの主科実技を中心に演奏技術の向上と音楽療

法資格や教職資格取得に向けた履修と学修に取り組んでいる。特に教職

資格取得に関係する合唱指導法の授業は、公教育現場において主格とな

る合唱活動に積極的に取り組み、教育実習や就職先でその学修内容を活

かした活動ができる学生を育成する事を目的としている。 

アクティブラーニングの手法を積極的に導入し、学生自身と他者の授業

内における活動を学生自らが分析、教員のアドバイスも踏まえた上で、

自身の学びと活動を文章化、可視化する事で、教育実習活動と就職先へ

生かす。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

今後は、授業評価を参考に授業内容・方法を常に改善、再構築していく。

個々の履修学生と積極的に交流を重ねつつ、学生の教育実習での活動内

容を事前に聞き取りした上で、教育実習活動に連動した活動とその指導、

アドバイスを常に行っている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

プリントの作成と配布 

授業内にて取り組む合唱曲（楽譜の配布と模擬指導の実施） 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

アクティブラーニングの積極的活用（合唱指導法：ロールプレイ・ディ

スカッションの積極的な活用） 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

合唱指導における模範演奏の技術向上 

合唱指導法の検討と学生への言葉がけの工夫の考察 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R７ 改定版） 

1.基本情報 

名前 白石実 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 教授 

在籍年数  

教育年数 2１年 

専門領域 管楽器 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

管楽器（主・副）Ⅰ～Ⅷ、フレッシュマンセミナー、セミナー、キャリア

セミナー、オーケストラⅠ～Ⅳ、室内楽Ⅰ～Ⅳ、吹奏楽指導法Ⅰ～Ⅱ 

管弦打楽器演奏解釈Ⅰ～Ⅱ 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

一つの事柄を修得してゆくには日々地道な努力が必要。特に楽器演奏技術

の高レベルな修得には継続する向上心と自己犠牲的精神が伴う為、自分を

見つめ、鍛錬してゆかなければならない。自分との戦いの中から自らを成

長させてゆく時間を持つことは何物にも得難い貴重な時間となる。それは

社会人となってからもどんな分野で生きようと必ず役に立つ経験である

と信じている。また音楽という生涯にわたる喜びの賜物を自分の中に持つ

ことの幸福感をえることが出来る。 

レッスンではこうした経験を出来るだけ無理のないように積んでゆくこ

とが出来るよう個人個人にあった指導を工夫している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

全日本吹奏楽コンクールの地方大会や各種音楽コンクールの審査員を務

めている。また主に広島市内の中学・高校の吹奏楽部の指導や個人レッス

ンを行っている。就職委員としての活動に関しては音楽学科の就職率を高

いレベルで維持できている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

例えば吹奏楽指導法の授業においては、1 コマの約半分を用いて学生が自

分の楽器について講義する時間を多く設けている。学生たちは準備してき

た資料と内容を持って熱意を込めて抗議してくれている。これは将来講師

として教える立場になった時に大いに役立つものとなっている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

アンケートではレッスン、講義授業共高い評価を頂いている。 

但し、個人個人への対応が日々の仕事に追われて十分持てないことが悔や

まれる。以前は学生との距離がもっと近かったことできめの細かい教育に

も踏み込めたが近年は忙しさと様々な制約の為、関係が希薄になってきた

ように思われるのが残念。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

近年の学生は自分の関心事や利益のみを追い求める傾向が強くなってき

たように感じる。それでレッスンやセミナーでは音楽に限らず出来るだけ

様々な事柄を取り上げて好奇心を培うことで自分のことだけでなく他者

への気遣い、家族、責任、コミュニケーション等自ら幸福な人生を歩む力

を身に着けてほしいと思っている。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 髙橋千絵 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 准教授 

在籍年数 19 年 

教育年数 22 年 

専門領域 オーボエ、音楽鑑賞教育、音楽アウトリーチ 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

管楽器Ⅰ～Ⅷ、副科管楽器Ⅰ～Ⅷ／1～4年前後期／選択科目 

音楽表現活動論／2年前期／選択科目 

合奏／3年前期／選択科目 35名 

演奏活動Ⅰ～Ⅳ／2～3年前後期／選択科目 10名 

音楽ビジネス論／1年前期／必修科目 45名 

音楽科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ／3年前後期／選択科目 30名 

音楽アウトリーチ概論／1年後期／必修科目 45名 

音楽アウトリーチ演習／4年通年／選択科目 3名 

室内楽Ⅰ～Ⅵ／2～4年／選択科目 

フレッシュマンセミナー（文化に生きる）／1年前期／必修科目 90名 

スタートアップセミナー／１年前期／必修科目 45名 

学芸からの SDGs／1年後期／必修科目 90名 

セミナー1・Ⅱ／2年前後期／必修科目 45名 

キャリアセミナーⅠ～Ⅳ／3～4年前後期／必修科目 20名 

教育実習／4年前期／選択科目 20名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学芸学部音楽学科の設置の趣旨にのっとり、地域に貢献できる人材育成を

目指している。音楽を学ぶ意義、音楽を学んだ者にできる社会貢献活動、

音楽家の社会的価値の向上を念頭に置き、音楽学科特有の様々な卒業後の

進路に対する支援と教育を実施したいと考えている。 

教職学生に関しては、より深い知識の修得だけではなく、学びに向かう力

やコミュニケーション力、人間力を磨いていけるように、指導の中で学生

たちに伝えていきたい。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD活動で行ってき

た改善及びその成果 

授業評価アンケート、公開授業などの結果を踏まえ、授業改善に努めてい

る。昨年度は教職資格についてより充実した教育内容となるよう開講期の

変更などを検討した。 

5.教育実践(資料等) 演奏会や模擬授業等を録画し、振り返り学習に使用している。また、C-



シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、webの活用

（C-Learningを含む）、ア

クティブラーニング実践

報告等 

learningは、アンケート、小テスト、レポート、協働板の機能を対面授業

においても活用している。音楽表現活動論では Chrome ブラウザで無料使

用できる音楽 Webアプリ集「Chrome Music Lab」を活用し、五音音階によ

る作曲を実践している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

自学習の時間が少ない学生が多いため、講義⇒レポート提出⇒復習⇒小テ

スト⇒振り返り⇒講義という流れを学生に定着させていきたい。テクに教

職科目についての自学習の少なさは問題があると感じているため、授業内

でも自学習の大切さを伝えていきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

演奏活動、音楽アウトリーチでは学生の活躍の場を広げること、また活躍

している様子を学内外にアピールすることで学生の実践学習の機会を多

く設定していきたい。教職科目においては、自身の研究を深め論文執筆、

学会発表などをおこない学生に還元できるようにしていきたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 多田愉可 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 准教授 

在籍年数 16 年 

教育年数 17 年 

専門領域 ピアノ実技、音楽教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

ピアノ演奏テクニックⅠ・Ⅱ/1年、ピアノ演奏解釈Ⅰ・Ⅱ/3年 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

ピアノ作品にとどまらず、音楽作品全般に関心を広げ、作品理解の深化を

目的とした研究へと展開することを志向している。主科ピアノ専攻学生を

対象とした選択科目として、幅広いジャンルの作品を取り上げ、アムステ

ルダム音楽学校のカリキュラムを参照しつつ、必要に応じて自作作品の作

曲および演奏の機会を設けている。さらに、即興演奏を表現力向上の手段

として位置づけ、演奏力の涵養を主たる目標としている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

毎年、授業評価アンケートでの学生からの要望に応えるよう改善を試みて

いる。中でも、レコーディングをすることによる気付き、それまでの準備

を含み成果があった。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

動画、録音による振り返りを行った。学内には音響設備がないことから学

外での録音を行った。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

概ね良好であったが、難易度による個々への配慮は必要であったと感じて

いる。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

クラシック音楽にとどまることなく、履修生の専門を視野により学生の関

心のある内容に改善して参りたい。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 畑山 洋平 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 助教 

在籍年数 1 年目 

教育年数 1 年目 

専門領域 音楽教育学 打楽器 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2025 年度 

打楽器Ⅰ～Ⅷ／学部 1-4 年次前・後期／1 名／選択必修 

吹奏楽Ⅰ～Ⅵ／学部 1-3 年次前・後期／／選択 

オーケストラスタディⅠ～Ⅵ／学部 1-3 年次前・後期／20 名／選択 

オーケストラⅢ～Ⅳ／学部 4 年次前・後期／／選択 

室内楽Ⅰ～Ⅵ／学部 2-4 年次前・後期／／選択 

副科 A/B Ⅰ～Ⅷ／学部 1-4 年次前・後期／2 名／選択 

スタートアップセミナー／学部 1 年次前期／44 名／必修 

学芸からの SDGs／学部 1 年次後期／必修 

音楽家のための基礎セミナー／学部 1 年次後期／必修 

セミナーⅠ,Ⅱ／学部 2 年次前・後期／／必修 

キャリアセミナーⅠ～Ⅳ／学部 3-4 年次前・後期／8 名／必修 

卒業研究Ⅰ,Ⅱ／学部 3-4 年次後期／必修 

 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

我々音楽家は、楽器を通して音楽と向き合い、音楽を通して自分と向き合

い、社会とつながり、世界を見つめている。楽器はやがて自分の身体の一

部となり、そこから紡がれる音楽は自分自身を映す鏡である。 

音楽学科に学ぶ学生たちには、決して安易に正解を求めず、時には悩み、

苦しみ、怒り、喜びながら、豊かな人間性をもって音楽を生涯の友とする

幸せをつかむため邁進してくれることを期待する。 

大学での学びを有機的に結びつけるため、対話（問いかけ）を軸に言語化

し、実践（演奏）につながるよう指導を工夫している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

個人指導のレッスンにおいては、各人の体格や個性、習熟度を踏まえた指

導を心掛けたうえで、学生からのフィードバックを基に都度柔軟に改善を

おこなっている。また、合奏系の授業は指導者からの一方通行な指導にな

りがちなため、学生から表現を引き出すこと、なぜそうしたくなるのかを

考え共有することを念頭に教授法を工夫している。 

5.教育実践(資料等) 学生が大学の教育内容に信頼を持てるよう、シラバスに沿った授業展開を



シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

心掛けている。また、セミナー等では学生の興味を広げるため、取り組ん

でいる内容の周辺知識となり得る資料等の配布も随時行う。 

授業時間外での学修を促すため、C-Learning 等を活用した教材の提示や

レポート課題などを積極的に行っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

新任 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生には、音楽的な技術のみならず、幅広い好奇心と共感力を持った他者

への理解と思いやりのある豊かな人間性をもった大人に育ってもらいた

いと考えている。 

専門分野である打楽器・指揮・音楽教育の分野における自己研鑽と研究に

励むとともに、学生の興味関心を広げられるよう、コミュニケーションを

大切にしながら指導をおこなっていく。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 満留 ゆき 

学部 

学科 

学芸学部 

音楽学科 

職名 准教授 

在籍年数 1 年目 

教育年数 ９年目（国内５年、アメリカ４年） 

専門領域 音楽療法 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

音楽療法概論   /１年前期      /４６名 /卒業必修 

音楽療法実習 II/３年前期・後期/８名   /音楽療法資格必修 

音楽療法実習 III/４年前期・後期/１２名/音楽療法資格必修 

音楽療法総合演習/３年前期     /８名  /音楽療法資格必修 

音楽療法基礎   /１年後期     /１８名/音楽療法資格必修 

臨床即興技法/１年後期/１６名/音楽療法資格必修 

子どもの音楽療法特論/大学院１年後期/１名 

子どもの音楽療法演習/大学院２年前期/１名 

フレッシュマンセミナー/１年前期   /９９名/卒業必修 

スターツアップセミナー/１年前期   /４６名/卒業必修 

セミナーI・II         /２年前・後期/４２名/卒業必修 

キャリアセミナーI・II /３年前・後期/４名  /卒業必修 

キャリアセミナーIII・IV/４年前・後期/４名/卒業必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

教員そして音楽療法士としての立場から学生が自ら考え、感じ、他者の声

に耳を傾けようとする姿勢を大事に育てていきたいことと同時に、学生が

自らの考えや思いも伝えられるようコミュニケーションを図りながら授

業を展開することに趣を置いている。音楽療法の資格取得を目指す学生の

ために、音楽療法を学ぶための基礎知識やスキルを学び、音楽をとおして

人と接することを体験を通して身に着けることができる授業を行ってい

る。音楽療法実習ではこれまで学んできたことを実践の場に生かせるよ

う、グループを組んでチーム全体で音楽を実践していく場を展開してい

る。また、セッションの前後での個別・集団指導にも焦点をあてて実際の

臨床でさらに実践できるようにサポートを行っている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

音楽療法実習では学外へ出向いて学生が実習を行うため、各施設のスタッ

フとの連携は欠かせない。そのためにも普段から受け入れ施設の職員の皆

さんと学生が円滑にコミュニケーションが取れるように環境を整えるよ

う努めている。２０２４年度後期の学生による授業評価アンケートでは満

足度の平均が 4.6 以上と結果が出ている。 



5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

講義型の授業では講師が作成した PPT とプリントを使用しながら、新し

い知識を提供するということも行いながら、その知識をどのように自分の

言葉に置き換えて理解を深めるのかを重視しているため、アクティブラー

ニングを取り入れるように工夫をしている。講義の内容によってレポート

提出や試験を実施し学生の学修度合いを確認している。また、実習・演習

では学生自ら実習計画を立て、講義内で練習を行い講師からの指導を受け

て実習へ臨めるように指導を行っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

前期の授業評価アンケートから学生の講義や講義前後の学修状況を把握

しながら授業の進め方について検討している。音楽療法の資格取得を目指

す学生は講義だけでなく実習も行うため、学生が事前準備と振り返りを行

えるよう指導計画を立てていることで、今後も継続して PDCA サイクル

を円滑にできるよう授業改善に努めていきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生は、ディスカッションや体験型（音楽体験）などには積極的に参加を

しており自ら進んで体験を深堀りしている一方で、理論やスキルに関する

内容に関しては受け身の傾向があるので、学生がそういった内容に関して

も取り組みやすいように内容の伝え方を工夫するとともに、新しい情報や

知識にも注意を向けながら学生に最新の音楽・音楽療法の現状を伝えられ

るよう努めていきたい。 

また、より良い音楽療法の実践指導を行っていくためにも自身の研究や臨

床スキルの研鑽にも努めていきたい。 

 


